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１．はじめに 

 1990年，大阪の鶴見緑地で「国際花と緑の博覧会（以後，本論

では大阪花博と称する）」が開催された。AIPH（The International 
Association of Horticultural Producers／国際園芸家協会）が承

認する，日本のみならずアジアで初めてのこの国際園芸博覧会 1)

は，予想を超える 2312 万人以上の入場者を集め，成功裡に幕を

閉じた。当時は経済，観光，環境，造園技術，園芸文化等々様々

な観点からこの意義が評価され，あるいは批評されたが，その後

20年以上が経過した現在，この大阪花博の特性について改めて検

証する必要があると考えられる。 

 なぜなら，大阪花博は高度近代文明と環境の調和を象徴する存

在と意味づけられ，その後少なくとも東アジアの同種の博覧会の

方向性を規定したからである。このような問題意識のもと、本論

では特に，土地利用変化に着目する。博覧会という大規模イベン

トには，時代の欲望や課題が「形」として表現されていると考え

られる。特に花とみどりをテーマにした国際園芸博覧会の場合，

読み解くべき「形」は，物理的景観や用途という土地の利用変化

に現れていると推察される。以下の論述では，土地の利用変化を，

①敷地選定以前の土地利用状況，②敷地選定理由③会場設計方針

④開催後の土地利用状況（跡地利用方針および現況）の４項目に

基づき明らかにする。次いで、その変化を推進した思想を、博覧

会の開催経緯および当時の社会背景から考察する。以上のプロセ

スにより、大阪花博開催に伴う土地利用変化の意味づけを行いた

い。さらに、同様の観点で、大阪花博以後に開催された日本国内

での国際園芸博覧会、アジアでは日本に次いで開催され始めた中

国の国際園芸博覧会を考察し、大阪花博のケースと比較すること

で、それぞれの特性を浮き彫りにする。大阪花博と会場用地との

関係性をテーマとした既存研究には，清水（2000）による他の大

阪の博覧会，ドイツ，全国都市緑化フェアの事例と共に公園化の

実態を整理したもの 2)，丸山（2007）による博覧会が都市のラン

ドスケープにもたらす影響を，国内外の万国博覧会に注目して整 
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理したもの 3)，井原（2011）による東アジア諸国の国際園芸博覧

会に付随する「自然観」を解明したもの 4)があるが，本論は大阪

花博の特性を土地利用変化、開催経緯と社会背景，さらに大阪花

博以後の国際園芸博覧会の動向との関係性において考察するもの

であり，独自性をもつといえる。 

 

２．大阪花博と会場用地 

（１）土地利用変化の実態 

（ⅰ）敷地選定以前の土地利用状況 

 大阪花博の会場用地に選ばれたのは，関西の中心都市，大阪市

の中心部より約8㎞離れた東北部の境界に位置する，都市計画決

定面積約162haの広大な市営都市公園「鶴見緑地」である。この

公園は，大阪市をリング状に取り囲む服部，久宝寺，大泉の各緑

地と共に，都市計画緑地として整備された「4 大緑地」のひとつ

である。緑地計画が浮上したのは 1941 年，その狙いは市周辺部

の緑地帯建設により，住民の生活環境を改善し，有事の際の避難

場所・防火帯を確保することにあった 5)。それまでは，田園風景

が広がる土地であった。古来寝屋川右岸に広がる海抜 0ｍの低湿

地で，大小の池沼や小川が走り，多くの蓮が自生していたという。

このような自然環境にかんがみ，主に稲，レンコン，クワイ等の

湿地性作物が栽培されていた。しかし，この土地が「鶴見緑地」

として顕在化するには，その後しばらく時間を要する。大阪市が

造成を担当し，1945年の完成を目指し用地買収が進められたが，

戦争により中断し，戦後農地解放によりその大半が農地に還元さ

れる。再び本格的な整備が施されるようになったのは，1960年代

に入り，急激な住宅地化・工場用地化に伴う環境改善の必要性か

らであった。最初に着手したのが，中断していた一帯の土地買収

である。その後，広域の都市圏を対象とした屋外レクリエーショ

ン施設を配置する計画に基づき，一部埋め立てが進んでいたが，

市内の廃棄物処分が発生量に追い付かない状況となり，応急措置

として1969年にこの地に投棄処分されることとなった。検討の 
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結果、廃棄物を大阪万博時の地下鉄添削工事等で発生した残土で

交互にサンドイッチにしていく工法（ゴミ一層の厚さ 3m、残土

の厚さ 2m）で土地を新たに造成し、その上に再び公園整備を進

めていくこととなった 6)。1969年から廃棄物の搬入を始め，1973
年度の搬入終了までに411万㎥の残土と268万㎥の廃棄物が積み

上げられ，1969年までの分を含め，廃棄物，公共事業残土を併せ

て約900万㎥がこの地に投入されたことになる 7)。 
この標高45ｍの丘陵地は、鶴見新山と呼ばれるようになり，大

阪城を抜いて市内の最高所となった。しかし植物の生育には極め

て悪条件であり，土壌が高い粘土質で植栽に不適であることに加

え，埋め立てたゴミの発酵分解によるメタンガスの発生や地盤沈

下など，整備過程では次々と難題にぶつかる。これらの難題を技

術により次第に克服し整備が進められ，1972年から，2600区画

の貸農園をもつ市民園芸村を皮切りに順次公開されていった 8)。   

1980年代中頃には，大小の池と人工の築山を中心とした起伏に

富む造成地のなかに，先述した市民園芸村（6.9ha）に加え，世

界の森（34ha），子供の森（7.3ha），大芝生（3ha）などの多様

な屋外レクリエーション施設が設けられ，大阪市民の貴重な自然

との触れ合いの場として大いに人気を博すまでになっていた 9)。

写真－1 に 1986 年頃の鶴見緑地の全景を示す。かつての湿地帯

の風景は様変わりし，その痕跡は中心部の大池に残る程度である。 

 
写真―1 １９８６年頃の鶴見緑地 

大阪府公文書館所蔵写真（1986年10月20日広報室作成） 

（ⅱ）敷地選定理由および会場設計方針 

では，この地が国際園芸博覧会会場に選ばれた理由は何であっ

たのか。大阪花博は，1980年代に入り，各々の意図のもとに動き

始めた大阪市と国，双方の構想が合致したことで本格化した経緯

をもつ。まず1980年代に入り，大阪市は市制100周年の節目と

なる1989 年にふさわしい記念事業を検討し始める 10)。このメイ

ンイベントとして，同時期の 1982 年にオランダのアムステルダ

ムで開催された Floriade をモデルとした博覧会の構想が浮上，

「花の博覧会」と称し独自のプロジェクトチームを組み，その内

容を具体化していった。この「花の博覧会」の構想が浮上した当

初，大阪市長は議会での答弁において，「特に都市における緑と花

というもの、ことに花いっぱいにしていくという運動というもの

は，私は今後 21 世紀に向けての，国際都市大阪の都市景観から

きわめて大切なことだと思うのであります。」11)と述べている。こ

の発言に端的に現れているように，「花の博覧会」は，特に1970
年代中頃から積極的に緑化事業や緑化意識普及のための施策を進

めていた大阪市によって 12)，花と都市整備を関連づけた新たなま

ちづくりを進める契機して位置づけられていた。関連議事録を追

うと，花を身近な生活に取り入れていく市民意識の醸成もまた，

博覧会構想の目的であったことが伺える。 
鶴見緑地は，既にこの大阪市による「花の博覧会」検討の段階

で，会場に選定されていた。その理由として，公式記録には，①

会場に相応しい場所を新しく造成するのは物理的に不可能であっ

たこと，②日本の都市公園でも最大級であり，そのスケールのも

つ環境・景観を十分に活かせること，③都市の廃棄物を緑に変え

たという歴史を有することの３点が挙げられている 13) 。これを

みると，規模の大きさや景観特性に加え，廃棄物処分場の上に造

られた公園緑地であるというこの土地固有の履歴が評価されてい

ることが明らかである。1984年に大阪市が作成した「花の博覧会」

基本構想においても，「都市の廃棄物を緑に変えるという環境対

策の記念碑である鶴見緑地で花をテーマに開催することは，新し

い都市文化の創出と国際都市文化を進めている大阪にとって，き

わめて意義深い」14)という記述がみられ，環境問題が顕在化して

きた社会情勢のもと，同じ評価がなされていることが伺える。同

様の評価は，「花の博覧会」が国の構想と合致し，「国際花と緑の

博覧会」に発展した際にも見受けられる。大阪市の計画の一方で，

国は中曽根内閣が公約に掲げた「緑の三倍増構想」の一環として，

「緑の国際フェスティバル」の開催を検討していた 15)。政府の公

式記録，国会議事録ならびに報道資料における担当者のコメント

からは，国土緑化政策を先導する博覧会の会場として，緑化の必

要性が高い大阪市内の貴重な公園緑地という立地と，廃棄物処分

場の上に造られた公園緑地という履歴を評価する内容の記述や発

言を繰り返し見てとることができる。 
 会場設計では，1987年に会場計画委員会（委員長：足立孝大阪

大学名誉教授）が策定した会場基本計画に基づき，敷地の地形を

山から街へと繋がる日本の典型的な風土に見立てた整備内容が計

画，実施された。標高の高い大池北東部を「山のエリア」に，平

坦な西南部を「街のエリア」に見立て、中央の大池を含む広がり

の一帯をこれら２つのエリアをつなぐ「野のエリア」とし，山の

エリアでは現状の地形，樹林を活用した整備が，野のエリアでは

大規模な花壇や催事のできる広場の造成が，町のエリアではパビ

リオンやアミューズメント施設の造成が行なわれた 16)。さらに、

会場全体にまとまりをもたせるために，これら３つのエリアが「相

互融合的で重層的，連続的な空間」17)となるよう，各エリアが自

然に繋がるようなデザインが意識されると共に、各エリアの特性

に基づいた花と緑の演出が工夫された 18)。 
（ⅲ）開催後の土地利用状況 

跡地利用に関しては、会場設計の初期段階で将来再び都市公園

として利用することが念頭に置かれていた 19)。ただし、それは明

確な具体像をもったものではなく，整備の具体的内容に関する最

初の動きは，大阪市が1988年7月に「鶴見緑地みらい懇話会（会

長：足立孝大阪大学名誉教授）」を設置したことであり，開催期間

中の1990年4月にこの懇話会による提言がなされている 20)。こ

の提言では，「都市と自然との共生」「生活と文化の融合」「鶴見

と世界との交流」という３つの基本理念に基づき，目指すべき目

標像を「花と緑と人が一体となる，魅力に富んだ生活文化創造の

場」と設定している 21)。さらに，国が設置した「国際花と緑の博

覧会基本理念継承懇談会（会長：佐治敬三大阪商工会議所会頭）」

も同じく博覧会開催直後の1990年12月に報告書を建設大臣と農

林水産大臣に提出している。この報告では，「単なる都市公園とし

ての復元にとどまらず」22)「歴史的にも世界的にもモニュメンタ

ルな都市公園として、『花の万博』の基本理念を継承し、それを全

国的かつ国際的に末永く発信していく拠点として活用する必要が

ある。」23)との意見が盛り込まれている。 
大阪市が策定した「鶴見緑地計画」は，この提言と報告を共に

具現化した内容になっていた。ここで示された整備基本計画ゾー

ニングを図－1に示す。森のエリア，林のエリア，草原のエリア

で構成された「パークゾーン」，庭のエリア，花のエリア，水のエ

リアで構成された「ガーデンゾーン」，記念施設のエリア，駅前エ

リア，管理エリアで構成された「プラザゾーン」，スポーツエリア，

コミュニティエリアで構成された「スポーツ・コミュニティゾー

ン」の4ゾーンで構成されており，これらは各々にふさわしい利

用形態が想定されていた。それゆえ，全体として幅広い利用形態
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が可能な空間構成になっていると指摘できる 24)。このような基本

計画のもと、跡地に誕生した都市公園「花博記念公園鶴見緑地」

は，中心部の大池と森のエリアに元の面影を留めているものの、

全体として開催前の「鶴見緑地」の姿からは大きく変貌した。 

1969年に大阪市内の廃棄物処分場の用途が付与され，1973年度

までその機能を有した土地に整備された公園緑地が，大阪花博の

会場用地として注目され，花と緑で色鮮やかに演出された。その

後上記のように，従来とはまた大きく異なる姿へと再編されたの

である。 

  

 

図－1 鶴見緑地整備基本計画ゾーニング 25) 

（２）大阪花博開催に伴う土地利用変化とその思想 

 では，大阪花博開催に伴うこの土地利用変化の背後には，いか

なる思想が存在するのか。（１）－（ⅱ）で示したように，大阪花

博の開催にあたっては，当初，1980年代に入り大阪市が構想した

「花の博覧会」と国が構想した「緑の国際フェスティバル」の２

つの流れが存在していた。先述した各々の経緯から，この２つの

構想の背後には，いずれも当時の大阪市と国のそれぞれが，今後

志向すべき新たな都市整備，国土整備において緑化（特に都市緑

化）を強く意識していた事実があり，その先導的役割を示す場と

して「花の博覧会」ならびに「緑の国際フェスティバル」を位置

づけていたことが明らかになった。この２つの構想が合致し，「花

と緑」をテーマとした国内初の国際園芸博覧会として結実した大

阪花博の基本構想には，「会場を花と緑を取り入れた魅力ある都市

環境創造の実験の場とすると共に，21世紀に向けて新しい広場・

公園像を探求する」26)と記されている。20世紀と21世紀をつな

ぐ時期に相応しい都市環境ならびに生活文化創造の手段として

「花と緑」の重要性が繰り返し説かれているのである 27)。 
 これら一連の構想が浮上した1980年代の社会背景をみると，

高度経済成長期の弊害として顕在化した環境問題や都市問題に対

し，具体的な解決策が図られ，実践されるようになった時期であ

ると指摘できる。特に都市の環境問題に対する改善策として，

1970年代から「都市緑化」に注目が集まるようになり， 1980
年代に入ると国，地方行政各々の立場から，様々な施策や事業が

打ち出されていく。その代表的なものが1984年，時の内閣の「緑

の3倍増構想」を受け，21世紀初頭までに欧米諸国並みの緑の水

準を目指し，各都市における樹木本数の2～3倍増を目指し建設

省が策定した「緑化の推進について―21世紀緑の文化形成をめざ

して―」28)であった。のちに大阪花博に発展する「緑の国際フェ

スティバル」の開催は，ここで提示されたものである。 
このようにみてくると，大阪花博開催に伴う土地利用変化の背

後には，「都市緑化」という思想が伺える。今後の望ましい都市の

環境整備の軸として「都市緑化」が急速に注目されるようになっ

た時代状況を反映し，花博は行政が描く都市環境の理想的イメー

ジを付与される。廃棄物処理場、公園、そして花博会場への劇的

な変貌は、都市の矛盾とその解決を模索する人々にとって、時代

を先導するメッセージ性を有していたのではないかと推察される。

「都市緑化」という思想は，開催時のみならず跡地計画において

も一貫している。「花と緑」のイメージを継承しつつ、幅広い利用

形態が可能な空間構成に変貌した事実が端的に物語っているとい

えよう。 
 
３．大阪花博と日本における国際園芸博覧会 

大阪花博を契機として，日本では2000年にA2/B1クラスの淡

路花博，2004年と2009年にB2クラスの浜名湖花博と浜名湖フ

ラワー＆ガーデンフェア 2009 が開催されている。本章では，同

様に土地利用の変化を捉えると共に，その変化を推進した思想を

考察し，大阪花博との相互関係を明らかにしていく。 

（１）淡路花博 

（ⅰ）土地利用変化の実態  

2000年に開催された淡路花博会場に選定されたのは，1998年

に開通する明石海峡大橋を渡った淡路島北部，1993年に事業開始

された「淡路島国際公園都市」29)計画区域内の約 96ha の土地で

ある。最大標高差100mに及ぶ，岩盤が露出した約12haの長大

法面と，1961年から大阪湾内の埋立地のために大量の土砂が採取

され基底岩盤が露出した広大な平坦地で構成されていた。この地

が選ばれた理由は，明石海峡大橋のたもとにあるという立地条件

に加え，「自然環境の保全と創造を願い，祭典事業を通じてこの実

現をめざそうとしたから」30)と公式記録に明記されている。淡路

花博は，明石海峡大橋の開通を記念し，淡路島をはじめ大阪湾ベ

イエリアの地域振興を誘発する目的で 1991 年に構想された「コ

ミュニケーション文明の祭典」を原型とし，祭典の中核的事業と

なる「環境創造事業」として浮上してきた経緯をもつ 31)。この経

緯から，明石海峡大橋開通記念事業としても，人と自然のコミュ

ニケーションに焦点を当てた環境創造事業としても，いずれの性

格にも叶う立地条件と履歴をもつ土地が選定されたといえよう。 
会場設計にあたっては，基盤整備として敷地の緑化が最優先さ

れた。この緑化事業は急ピッチで進められた。 1994年に策定し

た戦略「緑化アクションプログラム」に基づき，当時の技術の粋

を尽くして進められた地盤緑化事業は，塩風や強風，岩質，夏季

の乾燥など厳しい自然条件のもと，短期間に十分な緑量のある景

観を創出する困難なものであった。なかでも特に困難を極めたの

が長大法面の緑化であったが，周囲の山々と調和した自生種によ

る樹林地を短期間で育成することに成功する 32)。この回復した緑

の斜面を背景に，会場では地形を活かしつつ多様な花壇や庭園が

展示され，全体に花と緑のデザインが施された。設計構想には，

「これからの地球環境の保全と創造への一つの実験場」33)「環境

共生型社会づくりの一つの実践」34))といった文言が繰り返しみら

れ，その意識を具現化するものとして「環境緑化」と「自然回復」

に焦点を当てた空間構成や植栽が考案された。その結果，斜面地

緑化を中心に，淡路島の原風景にマッチする植栽が施され，大阪

花博にはみられなかったビオトープ的な空間も設けられた。導入

された花は150万株と大阪花博より少ないものだったが 35)，屋内

展示施設が5ヵ所だけ（うちパビリオンは2ヵ所のみ）の広々と

した会場に植えられた身近な草花が，全面的に主役となる空間構

成であった。 
跡地利用に関しては，会場設計の初期段階で既に具体的に構想

されており，実施計画において「会場の地勢や特性を生かし，恒

久施設として整備される淡路夢舞台や国営公園の諸施設を博覧会

の中核的な施設として活用する」36)という文言が明記されていた。

会場設計段階から，中核施設の大半が，開催後も恒久的に継承さ

れることを前提に整備されていた点において，大阪花博とは異な

ると指摘できる。跡地は一部更地を含み，大半が国営明石海峡公

園（淡路地区）と複合文化リゾート施設「淡路夢舞台(約28ha)」
に整備されたが，このうち国営公園の南半分と夢舞台は，既に博
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覧会場において，ほぼ最終形に近い形に整備されていた 37)。 
現在，緑化に成功した長大法面は，「灘山緑地」と名付けられ，

県営で維持管理が続けられている。また、同じ敷地を主会場に、

淡路花博から10周年の節目にあたる2010年には，これまでの成

果の継承や取り組みの方向性の検討，さらに島全体の地域振興に

資することを目的に，「花みどりフェア」が開催されている。この

ようにみてくると，淡路花博の開催に伴う土地利用変化には、計

画段階から一貫して，身近な地域固有の自然環境への意識が強く

働いており，その回復や新たな創造のありかたが志向されている

ことが指摘できる。 
（ⅱ）淡路花博に伴う土地利用変化とその思想 

 淡路花博は，その構想が浮上した当初から，1992年に策定され

た淡路公園島構想をベースに構想された「淡路島国際公園都市」

整備事業のなかに組み込まれていた 38)。島構想は，従来の環境破

壊を伴う開発計画を抜本的に見直し，環境保全型の新たな地域整

備を目指した内容になっており 39)，その先導的役割を付与された

国際公園都市整備事業では，土砂採取跡地が大半を占めている北

部荒地の自然回復と公園化が計画された。これは，石灰岩の採掘

跡地を世界的に有名な庭園として蘇らせたカナダ・ビクトリア市

のブッチャート・ガーデンを範としたという 40)。博覧会開催決定

が起爆剤となり，この構想が急ピッチで実現されたのである。 
 先述したように，淡路花博は明石海峡大橋開通記念事業として

の性格も付与されていたため，当初はその開通に併せた 1998 年

の開催が予定されていた。しかし，1995 年 1 月の阪神・淡路大

震災の影響で準備の休止を余儀なくされ，その経験を踏まえて開

催内容を再考することとなる。その結果，当初開催意義のなかに

示されていた「地球環境の保全と創造に望まれる『人と自然のコ

ミュニケーション』のあり方を追求する」という文言が「身近な

緑から始まる『人と自然のコミュニケーション』の望ましいあり

方を追求し、緑ゆたかな地球環境の保全と創造に寄与する」に修

正されることとなり 41)，より身近な自然環境への意識が強まるこ

ととなった。 
 この淡路花博は、国会の議論をみても，その構想段階から大阪

花博よりも地域主導の色合いが強い。大阪花博の開催を機に，そ

の基本理念の継承と発展をめざし 1990 年に設立された（財）都

市緑化開発機構が発行する機関誌「都市緑化技術」のバックナン

バーを追うと，2000年代に近づくほど，地域固有の生態系に配慮

した緑化のありかたが希求されるようになっていることが分かる。

また，同じく大阪花博を契機に 1991 年から始まった「花のまち

づくりコンクール」も年々回を重ね，これが推進力となって全国

で地域の特徴を生かした住民参加による花のまちづくりが広がっ

ていくこととなった。このように、淡路花博が構想された時期は，

大阪花博を機に緑化の重要性が社会の共通認識となり，その実践

が全国各地で試みられるようになり，そのなかで地域ごとの特性

が重視され始めていたといえる。一方、国際的に危機感が高まる

地球環境問題と，バブル崩壊後の国内経済状況のなかで、従来の

大規模な開発事業のありかたも見直しを余儀なくされることとな

った。このような社会情勢のもと，先述した土地利用変化の背景

には，大阪花博には見られなかった思想を伺うことができる。そ

れは、固有性を有する地域への志向である。淡路の原風景に即し

た植栽など、場所本来の個性が強調されているのである。 
（２）静岡における２つの国際園芸博覧会 

（ⅰ）土地利用変化の実態 

2004年に開催された浜名湖花博会場に選定されたのは，浜名湖

を埋め立て造成した平坦な農地で，地下水位が高く，夏と冬に強

風が吹きつける，植物の生育には良好とはいえない環境だった 42)。

この土地は，1994年，静岡県内での国際園芸博覧会開催について

検討され始めた2年後に候補地として決定しており，貴重な水環

境を生かした新たな県営公園「浜名湖ガーデンパーク」として開

催後も継承されることが当初から構想されていた 43)。1997 年に

策定された会場基本計画では，「浜名湖に浮かぶ美しい庭園の島

（ガーデンアイランド）を目指し，そこから都市や田園のあり方

を提言すると共に，地域の発展や環境改善に結びつく会場とする」
44)という文言がみられ，この博覧会開催を契機に新たな地域振興

の拠点を創出しようとする意識が伺える。 
会場設計にあたっては，まず平坦な地形，塩水化が懸念される

高い地下水，強い冬場の季節風や潮風といったこの地特有の自然

環境から会場を「防御」するための基盤整備が重視された。外周

部を中心に盛土し変化に富んだ起伏をつけ，郷土種のなかで防

風・防潮林工化の高い植栽を実施し、その基盤の上に「緑」と500
万株という国内では記録的な数の「花」、浜名湖の水面や水路の

「水」を生かした新しい景観が創出された 45)。跡地は，構想の初

期段階から決定していた通り，主要景観を活かした県営公園「浜

名湖ガーデンパーク」として現在も公開されている。この公園で

は，浜名湖花博開催後も園芸文化振興に主眼を置いたイベントが

定期的に催されており，特に毎年4月下旬には花と緑の総合イベ

ント「浜名湖フラワーフェスタ」が開催され，静岡県の代表的な

春の行事として定着しつつある。さらに，2009年に同じく静岡県

で開催された国際園芸博覧会「浜名湖フラワー＆ガーデンフェア

2009」もまた，同じ場所を会場にし，大きな改変は行なわれてい

ない。 
このようにみてくると，静岡県で開催された２つの国際園芸博

覧会に伴う土地利用変化は，大阪花博のケースよりも，淡路花博

のケースに近い。浜名湖でも淡路でも、身近な地域固有の自然環

境を志向しているからである。しかし浜名湖では、淡路花博のよ

うな自然回復の意識はみられず、むしろ地域固有の自然環境と折

りあいつつ，新たな地域振興の拠点となる公共施設を整備し，継

承していこうという志向性が働いていると指摘できる。 
（ⅱ）浜名湖花博に伴う土地利用変化とその思想 

 浜名湖花博も淡路花博と同様，その構想段階から大阪花博より

も地域主導の色合いが強い。開催趣旨の冒頭には「静岡県は，豊

かな自然に恵まれるとともに、園芸・造園産業や製造業など多彩

な産業が集積しており、これらの資源を生かしつつ，21世紀の国

際社会にも寄与するような新しい生活文化や産業を創出し，国内

外に向けて静岡県の魅力を積極的に情報発信していく」46)と記さ

れている。日本のこれまでの花博のなかでは、最も地域色の濃い

内容だと指摘しうる。 

この博覧会は，その構想段階から国際園芸博覧会「しずおか国

際園芸博覧会」と同時に「第21回全国都市緑化しずおかフェア」

の機能も併せ持つものであった。この全国都市緑化フェアとは，

国土交通省の提唱により，都市緑化意識の高揚，緑化に関する知

識・技術の普及等を図るとともに，人々の交流による新たな文化

発信を目的として開かれるイベントである 47)。（財）都市緑化基

金と各地方公共団体の共催のもと，1983年より全国の都市を巡回

して毎年開催されている。こうした特性からも，地域色の濃さを

伺うことができよう。開催地となった静岡県は，花卉産業全国 3
位であり，特に会場が置かれた西部地域は，愛知県東部地域や長

野県南部地域と共に，全国有数の花卉と樹木の生産地である 48)。

しかしその消費は年々落ち込んできていた。このような状況にか

んがみ，浜名湖花博の会場では，従来の国際園芸博覧会のなかで

最も日本の園芸文化の歴史と特徴に焦点を当てた展示が行なわれ，

栽培方法や購入方法と共に，消費者が生活に導入しうる園芸植物

の紹介も積極的に行なわれていた。開催経緯のなかでも「園芸文

化」という文言が繰り返し使われており，この地域固有の生活と

生業に根差した「園芸文化」への意識を喚起させることを重視し

ていたと指摘できる。 
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先述したように，大阪花博を機に緑化の重要性が社会の共通認

識となり，その実践が全国各地で試みられるようになった。その

なかで地域性が重視されるようになった10年間を経て，2000年

代にはよりその傾向が強まると共に、そのような自然環境と共生

してきた地域固有の生活・生業文化も貴重な資源として認識され

始めたのである。浜名湖花博ならびにフラワー＆ガーデンフェア

2009には，それまでの花博にはない特性を看取しうる。それは地

域の生業文化の振興を図る思想である。花卉園芸産業が衰退傾向

にある静岡県において，花博を契機に新たな公共施設を創出し，

地域の文化・産業振興に生かすこと，こうした志向性が，土地利

用変化に具現化されているのではなかろうか。 
 以上，大阪花博とそれ以降開催された国内での国際園芸博覧会

について考察した。それらを比較することで，「緑化」思想の国内

における発展段階の特徴が，その土地利用変化に象徴的に表現さ

れていることを指摘できる。まず端緒としての大阪では，国土全

体，特に都市における緑量の水準向上が一様に志向された時期の

特性が伺える。以後「緑化」は前提として共有されつつ，よりそ

の質が希求され地域本来の自然環境・生態系に配慮した取り組み

が志向されていく。さらに，地域固有の生業文化に焦点が当てら

れ，「緑化」に地域振興の役割が付与されていく。これら各々の特

徴は，土地利用変化に如実に反映されているのである。 
 

４．中国における国際園芸博覧会 

大阪花博は，日本，かつアジアで初めて開催された国際園芸博

覧会であったが，その後アジア諸国で同様のイベントの開催が相

次ぐ契機ともなった。このうち，大阪花博と同じ A1 クラスを１

回，A2/B1クラスを2回開催した中国が日本に次いで頻度が高い。 
本章では，このような中国の動向を，国内の動向と同様の視座か

ら把握し，比較することで，土地利用変化とその思想についてよ

り多面的な考察を試みたい。 
（１）土地利用変化の実態 

中国で最初に国際園芸博覧会が開催されたのは 1999 年，大阪

花博と同じ A1 クラスの「昆明世界園芸博覧会（以下昆明園芸博

と称する）」である。会場は，中国西南部に位置する雲南省の省都

昆明の北部郊外に選定された。その地は，名所旧跡が散在する景

勝地 49)に連なるものの，採石場や煉瓦製造所，ゴミ捨て場として

利用されていた約218haの広大な荒野であった。 昆明園芸博は、

中国が自ら開催する初めてのBIE50)承認の国際博覧会（万国博覧

会）であったため，開催地に当初は首都の北京を予定していたが，

急激な人口集中が進む北京では用地確保が難しく，さらに北京市

幹部を巻き込む大掛かりな不正事件が判明したこともあり，変更

を余議なくされたという。最終的に昆明が選ばれた要因として，

歴史学者の柴田哲雄は，当時の国務院副総裁であった李嵐清が，

雲南省視察の際に気候や各種資源の豊かさを高く評価し当地での

開催を強く推薦したこと，経済発展が遅れている中西部地域の開

発を国が推進していたため，その起爆剤になるとみなされたこと

を明らかにしている 51)。この２つの要因に加え，昆明特有の地域

事情も多分に影響していたと推察される。昆明は、三方を山に囲

まれた標高約1900ｍの高原にあり，その穏やかな気候から「春城

（春の都）」とも称されている。このような特有の風土と改革開放

の影響から，1980年代後半以降，従来の主要産業であった野菜や

タバコの栽培に代わり，次第に換金性の高い花卉栽培に着手する

農家が増え始め，市内のあちこちに花市場が開設されるようにな

った 52)。その結果，昆明園芸博開催時には，この昆明と斗南村を

中心に，雲南省が中国の花卉生産のシェア 50～60 パーセントを

占めるまでに成長していた 53)。園芸産業の急速な発展を背景に，

市民の花に対する関心も高まっていたという 54)。 

この昆明において，何故広大な荒地が会場に選定されたのか，

その明確な理由は定かではないが，会場整備において大阪花博を

範にしていたことから 55)，廃棄物処理場としての性格も持ってい

た大阪花博の会場敷地とこの土地の履歴に共通点があること，加

えて既に観光資源として高く評価されている景勝地に連なる立地

であることから，今後の地域振興に資する新たな観光資源として

の潜在価値を評価されたことが要因だったのではと推察される。   

この推察は、以下に示す博覧会開催に伴う実際の土地利用変化

とも符合する。会場整備では，かつての荒地の姿は消え，1997
年 5 月末から 2 年足らずの整備で，76.7%が緑で覆われた会場へ

と劇的な変貌を遂げた 56)。大阪花博をモデルに，地形を生かしつ

つ花や緑を充実させていく整備手法をベースにしているが 57)，大

阪花博の1.5倍に及ぶ広大な敷地面積や，国内外の貴重種112種

を含む 2000 種余りの植物種類等8項目がギネスブックに登録さ

れており 58) ，そのスピードとスケールにおいて，大阪花博を凌

駕するものであったと指摘できる。会場跡地は，パビリオン・モ

ニュメントなどほぼそのままの姿で継承され，大規模観光施設「昆

明世界園芸博覧園」として現在も利用されている。 

昆明園芸博の開催以降，中国では2006年瀋陽，2011年西安と

A2/B1クラスの国際園芸博覧会が連続して開催されている。これ

らの両都市において，会場に選定されたのは，いずれも大掛かり

な開発が予定されている土地であり，そのことが主たる敷地選定

理由であったと推察できる。瀋陽では，省級の大規模な観光開発

予定地「棋盤山國際風景観光開発地（企画面積20,300ha）」の中

心部で，既存の「瀋陽植物園」に未開発区域を併せた約246haの

土地が，西安では，もと砂利採取場で，2004年から生態型都市新

区「西安滻灞生態区」開発区域に指定されている約 418ha(水域

188haを含む)の土地が選定された。これらは昆明園芸博よりもさ

らに広大な面積を有し，特に西安に至っては史上最大規模の面積

であることがひとつの謳い文句にもなっていた。短い準備期間に

大量の草花が導入され，昆明園芸博に負けず劣らずの華やかな会

場整備がなされた後，その跡地は、いずれも昆明園芸博と同様に，

そのまま新たな大規模観光施設として公開されている 59)。 
以上，中国における国際園芸博覧会とそれに伴う土地利用変化

について確認した。そこには共通点として，並外れた規模の大き

さと驚異的な変貌スピード、また跡地が地域振興を担う重要な観

光資源となる点が挙げられる。これが中国における国際園芸博覧

会の特性といえよう。 

（２）中国の国際園芸博覧会に伴う土地利用変化とその思想 

こうした共通点をもつ中国での国際園芸博覧会の開催経緯・内

容を追うと，その全てに「環境」と「開発」双方への強い意識を

看取できる 60)。博覧会構想が浮上した1990 年代後半，中国では

改革開放政策による急速な経済発展を背景に各種開発事業が各地

で大規模かつ急激な速さで進行していた。一方で，都市部を中心

に環境問題が顕在化してきた時期でもあった。2000年代に入ると，

開発と環境の溝はさらに深まり，環境問題の深刻さが国外にも広

く知られるところとなり，環境保全型の国土開発手法の確立が国

の主要課題となっていく。このような社会背景のもと，国際園芸

博覧会という存在は，新たな「環境保全型の開発」を実践し，国

内外に喧伝するうえで非常に有意とみなされたと推察できる。ま

た，改革開放政策以降，経済発展の手段として位置づけられ，国

がその推進に必要なインフラ整備を積極的に進めてきた「観光」

への多大な貢献も同時に期待できることから，特に観光振興の必

要性が高い地域で 61)，博覧会の開催が続いていると考えられる。 

以上，博覧会開催に伴う土地利用変化の中国的特性からは，国

策の存在を伺うことができよう。環境保全型開発と観光振興がい

ずれも国家の主要政策に位置づけられる情勢のもと，博覧会は前

者のモデルケースになると同時に、地域振興に資する新たな「観

光資源」とならなくてはいけない。この二重の役割が、中国の国
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際園芸博覧会における土地利用変化を規定しているのである。こ

のような中国の特徴は，一貫して開発への意識が強くみられる点，

また地域の固有性ではなく国家意志が前景に現れる点で日本の動

向とは異なっている。これは日中間の博覧会の位置づけの相違，

経済状況ならびに国土政策をめぐる体制と思想の違いに依拠する

と推察されるが，この検証については今後の課題としたい。 

 

５．おわりに 

 造形者の精神は，被造物の形に現れる。ありふれた芸術上の真

理を敷衍して語ることが許されるなら，物理的景観の変貌は，時

代精神の有り様を指し示している。これは、博覧会という作為的

な大規模イベントに特に当てはまるのではないかと考えられる。

本稿はこうした問題意識から、いくつかの国際園芸博覧会につい

て考察した。その中でも大阪花博は、作為としての緑化を成功さ

せた例として、その後各地での園芸博覧会の参照項となる。廃棄

物処理場が花と緑のイベント会場となり、都市環境創造の先導的

事例と称されたことで、大阪花博は高度近代都市が抱える矛盾の

突破口としてイメージされていったのではないかと指摘できる。 
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